
平成２０年（２００８年）４月２７日 こだいら　市　議　会　だ　よ　り　　�

一般質問

（政和）＝政和会

（公明）＝市議会公明党

（フォ）＝フォーラム小平

（共産）＝日本共産党小平市議団

（緑ネ）＝緑・ネット

議員が議案以外に市の行政全般にわたり、
市長や教育長などに説明や報告を求め、
また所信をただすことです。適正な行政
運営を行う上で、その役割は重要です。
ここでは、23 人の議員からの質問のうち、
1 人 3 件までその要旨を掲載しました。

一般質問とは

宮
﨑
照
夫
議
員
（
政
和
）　

①
情
報

交
換
を
行
っ
て
い
る
か
。

　

②
都
施
行
の
都
市
計
画
道
路
等
の

整
備
推
進
を
働
き
か
け
て
い
る
か
。

　

③
国
の
職
員
を
市
に
出
向
さ
せ
、

山
積
し
て
い
る
課
題
に
対
応
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

市
長　

①
今
後
も
一
律
に
で
は
な
い

が
、
必
要
が
あ
れ
ば
情
報
交
換
の
場

を
持
つ
こ
と
等
も
考
え
た
い
。

　

②
小
平
市
選
出
の
都
議
会
議
員
に

要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。

　

③
現
在
、
そ
の
考
え
は
な
い
が
、

研
究
は
し
て
い
き
た
い
。

藤
原
哲
重
議
員
（
フ
ォ
）　

①
市
が

発
送
す
る
郵
便
物
の
料
金
に
変
化
は
。

　

②
個
人
情
報
は
守
ら
れ
て
い
る
か
。

　

③
経
費
節
減
と
郵
便
事
業
に
対
す

る
市
の
考
え
方
は
。

市
長　

①
民
営
化
後
も
変
化
は
な
い
。

　

②
日
本
郵
政
株
式
会
社
で
基
本
方

針
を
定
め
、
適
切
に
保
護
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。

　

③
郵
便
物
を
集
中
発
送
し
割
引
料

金
の
適
用
を
受
け
る
等
で
経
費
節
減

を
図
っ
て
い
る
。
今
後
、
他
の
事
業

者
が
こ
れ
ら
の
事
業
に
付
加
価
値
を

つ
け
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、

信
頼
性
や
効
率
性
の
向
上
も
考
慮
し

幅
広
い
選
択
肢
を
持
ち
対
応
し
た
い
。

常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

①
市
民

へ
の
広
報
や
啓
発
活
動
は
。

　

②
職
員
が
裁
判
員
や
そ
の
候
補
者

に
選
ば
れ
た
場
合
の
休
暇
等
の
取
り

扱
い
は
。

　

③
職
員
が
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
場

合
、業
務
に
支
障
を
来
た
さ
な
い
か
。

市
長　

①
市
報
や
国
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
で
広
報
し
て
い
る
。
国
か
ら
啓

発
の
依
頼
が
あ
れ
ば
協
力
し
た
い
。

　

②
国
や
都
の
対
応
に
合
わ
せ
た
い

が
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
の
で

今
後
も
動
向
を
注
視
し
た
い
。

　

③
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
対
応
し

た
い
。

宮
寺
賢
一
議
員
（
政
和
）　

①
国
民

健
康
保
険
税
の
引
き
上
げ
に
よ
り
所

得
の
高
い
層
で
は
大
増
税
と
な
る
が
、

再
考
す
る
考
え
は
。

　

②
な
ぜ
市
独
自
に
少
人
数
学
級
が

実
施
で
き
な
い
の
か
。

　

③
在
日
外
国
人
無
年
金
高
齢
者
・

障
害
者
へ
の
福
祉
給
付
金
を
予
算
化

し
た
市
長
の
説
明
を
求
め
た
い
。

市
長　

①
経
過
措
置
を
検
討
す
る
。

　

②
教
員
の
任
命
権
や
財
政
負
担
な

ど
の
課
題
が
多
い
。

　

③
法
改
正
で
も
対
象
と
さ
れ
な
か

っ
た
一
定
以
下
の
所
得
の
人
を
対
象

に
、
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
て
提

案
す
る
も
の
で
あ
る
。

宮
寺
賢
一
議
員
（
政
和
）　

①
サ
ー

ビ
ス
水
準
は
各
自
治
体
の
財
政
力
に

応
じ
た
水
準
で
い
い
と
考
え
る
か
。

　

②
市
域
を
越
え
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
課
題
を
解
決
す
る
手
だ
て
は
。

　

③
サ
ー
ビ
ス
の
同
質
化
が
自
治
体

の
再
編
に
つ
な
が
る
可
能
性
は
。

市
長　

①
財
政
力
や
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
体
制
等
の
条
件
に
よ
り
制
約
を
受

け
て
決
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

　

②
負
担
と
給
付
の
関
係
や
財
政
力

の
状
況
を
公
平
に
反
映
さ
せ
る
よ
う

な
合
意
が
必
要
と
考
え
る
。

　

③
認
識
し
て
い
る
が
、
再
編
に
は

課
題
が
多
く
現
実
的
に
は
難
し
い
。

宮
寺
賢
一
議
員
（
政
和
）　

①
新
年

度
予
算
案
に
、
全
員
公
募
市
民
に
よ

る
（
仮
称
）
小
平
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
を
考
え
る
市
民
委
員
会
を
設
置
と

あ
る
が
、
な
ぜ
市
長
の
責
任
で
関
係

者
や
職
員
の
知
恵
を
結
集
し
振
興
を

考
え
な
い
の
か
。

　

②
こ
こ
で
い
う
市
民
と
は
。

市
長　

①
市
民
委
員
会
等
で
の
検
討

に
当
た
っ
て
は
、
庁
内
で
検
討
し
た

資
料
を
提
示
し
、
必
要
に
応
じ
て
関

係
者
の
意
見
を
聞
い
て
い
る
。
さ
ら

に
、
市
民
委
員
会
等
の
検
討
結
果
を

踏
ま
え
て
成
案
を
得
て
い
る
。

　

②
市
内
在
住
で
課
題
に
関
心
の
あ

る
成
人
を
応
募
要
件
と
し
て
い
る
。

岩
本
博
子
議
員
（
緑
ネ
）　

①
食
の

安
全
に
対
す
る
啓
発
の
現
状
と
今
後

の
取
り
組
み
は
。

　

②
地
産
地
消
の
推
進
策
は
。

　

③
学
校
現
場
に
お
け
る
今
後
の
取

り
組
み
は
。

市
長　

①
国
や
都
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
で
情
報
提
供
等
を
し
て
い
る
。
今

後
も
関
係
部
署
と
連
携
し
取
り
組
む
。

　

②
学
童
農
園
や
農
業
体
験
農
園
等

の
支
援
に
よ
り
、
市
内
産
農
産
物
の

Ｐ
Ｒ
と
購
入
促
進
を
し
て
い
る
。

教
育
長　

③
３
月
末
ま
で
に
食
育
を

よ
り
充
実
さ
せ
る
食
育
リ
ー
ダ
ー
を

全
校
で
指
名
す
る
予
定
で
あ
る
。

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）　

①
携
帯

電
話
の
メ
ー
ル
活
用
で
考
え
ら
れ
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
は
。　

　

②
小
平
市
歌
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

提
供
し
て
は
。

　

③
小
・
中
学
校
で
の
携
帯
電
話
の

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
等
の
使
用
に
関
す

る
説
明
状
況
は
。

市
長　

①
市
の
お
知
ら
せ
や
イ
ベ
ン

ト
情
報
等
を
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
配

信
す
る
な
ど
が
可
能
と
考
え
る
。

　

②
で
き
る
形
で
実
現
し
た
い
。

教
育
長　

③
平
成
19
年
度
は
６
年
生

の
保
護
者
会
や
中
学
入
学
説
明
会
等

で
行
う
よ
う
学
校
に
指
導
し
て
い
る
。

※
I
C
T
と
は

　

情
報
通
信
技
術
の
こ
と
。

滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

①
一
般

住
宅
の
設
置
状
況
は
。

　

②
優
先
し
て
設
置
す
べ
き
対
象
は
。

　

③
設
置
を
進
め
る
た
め
の
施
策
は
。

　

④
他
自
治
体
に
先
ん
じ
た
対
策
で
、

安
全
な
町
小
平
を
Ｐ
Ｒ
し
て
は
。

市
長　

①
都
内
で
24
・
３
％
で
あ
る
。

　

②
火
災
に
よ
る
死
者
の
６
割
近
く

を
占
め
る
高
齢
者
世
帯
と
考
え
る
。

　

③
市
報
や
市
民
ま
つ
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
で
広
報
し
て
い
る
。

　

④
自
主
防
災
組
織
に
対
す
る
補
助

事
業
の
う
ち
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

も
補
助
金
の
交
付
対
象
で
あ
る
こ
と

を
今
以
上
に
周
知
し
て
い
く
。

立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

①
防
災

教
育
の
現
状
と
成
果
は
。

　

②
防
災
教
育
授
業
に
必
要
な
講
師

等
の
人
材
確
保
は
。

　

③
避
難
誘
導
標
識
の
老
朽
化
等
へ

の
対
応
は
。

教
育
長　

①
避
難
訓
練
や
一
斉
下
校

訓
練
等
を
実
施
し
て
お
り
、
危
機
回

避
能
力
等
が
向
上
し
て
い
る
。

　

②
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
講

師
を
紹
介
し
て
授
業
を
企
画
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
授
業
に
か
か
わ
っ
た
。

市
長　

③
統
一
的
に
表
記
し
た
わ
か

り
や
す
い
標
識
に
改
め
る
等
、
計
画

的
な
改
善
、
整
備
を
し
た
い
。

滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

①
災
害

協
定
の
内
容
と
現
状
は
。

　

②
水
道
、
電
気
、
ガ
ス
等
に
関
す

る
協
定
に
不
備
は
な
い
か
。

市
長　

①
自
治
体
と
の
相
互
応
援
協

定
が
５
件
、
他
に
災
害
医
療
や
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
28
件
締
結
し
て
い
る
。

　

②
水
道
は
上
下
水
道
工
事
店
会
等

と
水
道
管
が
損
壊
し
た
場
合
の
応
急

復
旧
に
つ
い
て
協
定
を
締
結
し
て
い

る
。
電
気
、
ガ
ス
は
東
京
電
力
、
東

京
ガ
ス
が
指
定
公
共
機
関
の
た
め
、

市
と
調
整
し
な
が
ら
各
社
の
防
災
業

務
計
画
に
基
づ
き
早
期
復
旧
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

石
毛
航
太
郎
議
員
（
フ
ォ
）　

①
防

災
マ
ッ
プ
に
示
さ
れ
て
い
る
震
災
対

策
用
井
戸
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

②
震
災
対
策
用
井
戸
の
数
は
。

　

③
水
質
検
査
の
内
容
は
。

　

④
小
・
中
学
校
に
あ
る
飲
料
貯
水

槽
の
貯
水
量
は
。

市
長　

①
震
災
時
の
飲
料
水
や
生
活

用
水
と
し
て
、
多
く
の
市
民
が
利
用

で
き
る
貴
重
な
水
源
と
考
え
る
。

　

②
２
月
末
現
在
80
か
所
あ
る
。

　

③
都
指
定
の
10
項
目
に
加
え
、
２

種
類
の
有
機
溶
剤
に
つ
い
て
年
１
回

実
施
し
て
い
る
。

　

④
全
校
お
お
む
ね
20
㌧
で
あ
る
。

津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

①
市
内

施
設
見
学
会
の
現
状
は
。　

　

②
平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館
や
ふ
る

さ
と
村
等
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
拡
大

し
、
集
客
向
上
を
目
指
し
て
は
。

　

③
市
内
の
工
場
と
協
力
し
、
小
平

版
の
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
し
て
は
。

教
育
長　

①
10
月
に
こ
だ
い
ら
文
化

財
め
ぐ
り
を
実
施
し
て
お
り
、
毎
年

20
人
程
度
の
参
加
者
が
あ
る
。

津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

①
商
店

街
の
活
性
化
と
交
通
安
全
対
策
を
一

体
化
し
て
道
路
を
整
備
し
て
は
。

　

②
地
元
の
商
店
街
や
住
民
と
（
仮

称
）
せ
い
ぶ
通
り
活
性
化
協
議
会
を

立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
。

　

③
小
・
中
学
校
と
の
協
働
に
よ
り

総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
で
、
活
用

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

市
長　

①
必
要
な
こ
と
と
考
え
る
。

　

②
商
店
会
が
住
民
と
と
も
に
町
の

活
性
化
を
進
め
て
い
く
と
い
う
動
き

を
後
押
し
し
て
い
き
た
い
。

教
育
長　

③
職
場
体
験
活
動
の
実
施

な
ど
を
一
層
充
実
さ
せ
た
い
。

市
長　

②
小
平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
作
成
し
た
ほ
か
、
観
光
案
内

標
識
を
設
置
し
て
市
内
の
観
光
ス
ポ

ッ
ト
を
紹
介
し
た
。

　

③
小
平
商
工
会
や
事
業
者
と
の
情

報
交
換
等
や
研
究
を
し
て
い
く
。

行
政
一
般

防
災
・
安
全

産
業
振
興

市
行
政
と
国
会
議
員
、
都
議
会
議
員

と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

郵
政
民
営
化
に
伴
う

市
へ
の
影
響
に
つ
い
て

裁
判
員
制
度
が
始
ま
る
前
に

自
治
体
と
し
て
準
備
す
べ
き
こ
と
は

再
び
・
市
域
を
越
え
て

行
政
を
進
め
た
い

市
政
運
営
に
か
か
る

若
干
の
問
題
に
つ
い
て

ま
た
ま
た
公
募
市
民
に

丸
投
げ
で
す
か

さ
ら
に
め
ざ
そ
う
小
平
市

Ｉ

※

Ｃ
Ｔ
活
用
で
便
利
情
報
化

◀
災
害
対
策
用
飲
料
貯
水
槽

火
災
警
報
器
設
置
の

現
状
に
つ
い
て

地
域
発
で
食
の
安
全
に

取

り

組

も

う

ホームページに掲載された小平市歌

地
域
の
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る

防
災
教
育
を
進
め
よ
う

災
害
協
定
に
つ
い
て

災
害
時
の
断
水
の
備
え
、
井
戸
の

整
備
や
所
在
地
等
の
周
知
に
つ
い
て

◀
平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館

元
気
の
出
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト

で
愉
快
に
楽
し
く

せ
い
ぶ
通
り
の
活
性
化
は

協
働
で
考
え
る
べ
き


